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前島貝塚と海岸遺跡

ー熊本大学理学部附属臨海実験所内の調査より 一

小畑弘己1)

I. はじめに

前島貝塚は， 1956 年に坂本経鹿氏によって発見されて以来， 縄文時代の貝塚として認識されて

きた． 筆者は 1995 年 9~ 10月にかけて， 同貝塚の周縁にあたる熊本大学理学部附属臨海実験所内

において同貝層の一 部を調査することができた． そして， その貝層が後世に畑作によって形成さ

れたもので ， それを貝塚と見誤ったのではないかと推定した（小畑編， 1995).

今回， この点をさらに検証するために， 貝層の土壌サンプルの水洗選別による自然遺体の分析

を行い， さらに放射性炭素年代測定の結果を得たので， ここにその結果を公表し， 大方の意見を

乞うものである． また， 遺跡の崖下の海岸部に広がる採集地点についても， 若干の考察を試みた
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1. 貝塚の位置

前島貝塚は， 熊本県天草郡松島町大字合津 6057~6086 番地に所在 する． 現在は， 国道 57 号線

の天草五橋のたもとにあり， 貝層と目される耕作 土の一 部は熊本大学理学部附属臨海実験所内駐

車場下まで延びていた． 同所の北側隣接地は私有地であるが， 町による遺跡の標柱が立てられて

いる．

2. 調査の歴史

この遺跡の発見の契機は， 1956 年 4 月 28 日「三角・ 天草史蹟めぐり」の際， 同地点の中にある

梅殿塚古墳付近において， 坂本経尭氏が貝殻や黒曜石片を採集したことによる． この時採集され

た貝殻条痕文土器2片は天草における「縄文土器第一号」であり， この発見は天草地域における

縄文文化研究において記念すべきものであった（坂本， 1956).

そ の後， 遺跡は 1963 年の天草五橋架橋工事に伴う道路建設によって東西に分断され (Fig. 2), 

さらにレストハウスなどの建設によってほとんど破壊されたといわれている（乙益， 1964).

この遺跡に本格的な考古学的調査のメスが入ったのは， 1966 年の天皇皇后両陛下の臨海実験所

行幸啓に先立って建設された取り付け道路の事前調査である． この調査結果によると ， 貝を含む

耕作土層は厚さ 10~20 cmで， その下は赤褐色の地山となる． 調査地点付近は遺物や貝層ともに少

量であることから， 貝塚の周辺部 にあたり， 貝塚本体は道路（国道57号線）下に残るであろうと

の予測がなされている（乙益， 1968).

これ以外に， 1979 年に臨海実験所内の飼育棟建設に伴う試掘調査が 熊本県教育委員会によって

1) 熊本大学埋蔵文化財調査室， 熊本市黒髪 2丁目39-1
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